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平成 4年度

全国高等学校総合体育大会

第43 ロ

高松宮・高松宮妃賜杯

全国高等学校バ ドミントン選手権大会

試合結果報告書
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宮崎県・宮崎県教育委員会・西都市・西都市教育委員会
高鍋町 。高鍋町教育委員会

後 援/文部省・側日本体育協会・ NHK
働宮崎県体育協会・西都市体育協会・高鍋町体育協会

主 管/全国高等学校体育連盟バ ドミントン専門部
宮崎県高等学校体育連盟・宮崎県バドミントン協会



あ い さ つ

宮崎県高等学校体育連盟

会長   飛 松 義 久

全国各地から多数の若き精鋭を、この “太陽と緑の国"宮崎の地に迎え、「夢

きらめいて 宮崎の空の下」をスローガンに、県下一円で開催されました平成 4

年度全国高等学校総合体育大会は、深い感動と数多くの成果を残し、盛会のなか

無事終了することができました。

これもひとえに、県当局をはじめ、会場地市町及び関係機関・団体の絶大なる

御支援と御指導のたまものであり、心から深く感謝いたしますとともに、厚く御

礼申し上げます。

本大会は、全種目一県単独開催ということもあり、関係者の皆様には、一方な

らぬ御苦労があったと思いますが、大会の成功へ向け各界、各層の県民をあげて

の心暖まる御支援を頂き、感謝の言葉もありません。

選手諸君も、暖かい御支援と厚い御声援に応え、日頃鍛えた技と力を十分に発

揮し、堂々と競技し、全国の仲間との汗と涙の交流を通して、生涯忘れることの

できない、青春の一頁を飾るにふさわしい多くの思い出を、この宮崎の地に残さ

れたことと思います。

また、高校生主役の大会にすべく、「一人一役」を合い言葉に、公開演技や大

会運営、歓迎等に携わってくれた本県高校生の皆さんにも最大の賛辞をおくりま

す。

高校生の友情と連帯を深めるため、皆さんが流した青春の汗、貴重な体験はい

つまでも心に残り、いつの日か必ずや花開くものと信じております。

宮崎県高体連としましても、本大会で得ました数々の貴重な体験と教訓を十分

にいかし今後の高等学校教育の充実 。発展に一層努力する所存であります。

終わりに、関係各位に対し、重ねて御礼申し上げますとともに、今後とも変わ

らぬ御指導、御支援を賜わりますよう、お願いを申し上げごあいさつといたしま

す。
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あ もヽ さ つ

平成 4年度全国高等学校総合体育大会

西都市実行委員会会長

西都市長   黒 田   日召

「夢きらめいて宮崎の空の下」のスローガンのもとに開催いたしました平成 4

年度全国高等学校総合体育大会、高松宮・高松宮妃賜杯第43回全国高等学校バド

ミントン選手権大会も数多くの輝かしい成果を収め無事終了することができまし

た。

これもひとえに関係各位の温かいご支援とご協力のたまものと心から感謝申し

上げます。

高校日本一を目指し全国各地から選び抜かれた精鋭を古墳の町・西都に迎え、

日頃鍛えた力と技を如何なく発揮され多くの観衆に深い感銘を与えてくれました。

選手諸君をはじめ、本大会に参加された数多くの方々の胸にも “平 4宮崎・西

都"は生涯決して忘れることのできないすばらしい思い出として残ることでしょ

つ。

最後に関係各位のご苦労に対し、重ねて敬意と感謝を申し上げごあいさつとい

たします。



あ い さ つ

平成 4年度全国高等学校総合体育大会

高鍋町実行委員会会長

高鍋町長   臼 杵 直 孝

「夢きらめいて 宮崎の空の ド」のスローガンのもとに、盛夏の中で熱戦が繰

りひろげられました平成 4年度全国高等学校総合体育大会、高松宮 。高松官妃賜

杯第43回全国高等学校バ ドミントン選手権大会も各界・各層関係者のご支援、ご

協力と、役員 。係員・皆様の熱心な取り組み、更に選手の皆さんの活躍によつて、

無事終了することができました。

大会に参加された選手の皆さんや、大会に係わった地元高校生の皆さんが、大

会を通じて得た数々の思い出は、これからの人生に生かされるものと期待してお

ります。

開催地といたしましては、競技、式典、宿泊、輸送、歓迎等、それぞれに留意

して運営に努めましたが、何かと不行届もあったのではないかと反省 していると

ころです。どうか心広くお許しいいただき、“歴史と未来の出会うふるさと高鍋
"

を今後ともご指導方お願いいたします。

最後に、関係各位のご苦労に敬意と感謝を申し上げますと共に、皆様のますま

すのご健勝と高等学校バ ドミントン競技のご発展を祈念いたしまして、ごあいさ

つといたします。
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100日 前啓発大会 轟
補助員 (得点表示係)講習会

宿泊業者等への標準献立料理講習会
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西都市実行委員会設立総会
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選 手 入 場

優勝杯返還・レプリカ授与

開会式 全景

大会委員長あいさつ

瑾
高鍋町長による歓迎のことば

＾
〓

選手宣誓 (宮崎工業高校 岡洋一君) 歓迎ア トラクション(都農高校生徒による青年太鼓)

博

生徒代表による歓迎のことば

(高鍋高校 小森基希君)
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女子 西都 市●

開 会 式 全 景

西都市長による歓迎のことば
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選 手 入 場

大会委員長あいさつ

選 手 宣 誓

会場 (西都市民会館 )ロ ビー風景 歓迎ア トラクシコン(子ども臼太鼓踊り)
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個人対抗シングルス優勝

西田渉 (札幌第一高校)の活躍

ダブルス優勝の加賀・箭内組

(埼玉上尾高校)

地元宮崎工業高校大健闘

大会3連覇を果たし喜ぶ
常総学院高校

高鍋町総合体育館会場の試合風景
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個人対抗ンンクルス 2年連続優勝   ~

水井泰子 (四條畷高校 )の活躍
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地元宮崎商業高校も大健間

_d●■‐

選手集合所から専用通路を通って競技場ヘ

ダブルス優勝の山田・貴田組
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学校対抗 男女表彰式

高鍋町総合体育館 8月 3日

学校対抗 優勝校表彰

遠井大会委員長より授与風景

日本バ ドミントン協会から優勝旗授与

選 手 入 場

成 績 発 表

日本バドミントン協会から優勝旗授与
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属漱

優勝校 常総学院高等学校 優勝校 四條畷学園高校
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選 手 入 場

個人対抗男女シングルス

優勝者表彰

個人対抗男女シングルス優勝

準優勝 トロフィー
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個人対抗
男女ダブルス・シングルス

表彰式 。閉会式

西都市民体育館 8月 6日

個人対抗男女優勝・準優勝・ 3位の選手

個人対抗男女ダフルス優勝者表彰

個人対抗女子ダブルス優勝者に対 して

西都市長杯の授与 (男子は高鍋町長杯)
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選手達への記念品

西 都 市

`よ

 :こ  わ

古墳の町西都市にちなんで

はにわを題材としました。
コノハナサクヤヒメがバド

ミントンをしています。

◆

高 鍋 町

県の天然記念物であるアカ

ウミガメを高鍋の思い出の

一つとして、置物に致 しま

した。

可愛がって下さい。
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競 技 成 績 一 覧 表

競 技 種 目 順位 被 表 彰 者 (校 ) 都道府県

学 校 対 抗

男  子

1 常総学院高等学校 茨 城 県

2 声北高等学校 熊 本 県

3

関東第一高等学校

札幌第一高等学校

東 京 都

南 北 海 道

1 四條畷学園高等学校 大 阪 府

, 聖ウルスラ学院高等学校 官 城 県

3

熊本中央女子高等学校

常総学院高等学校

熊 本 県

茨 城 県

個 人 対 抗

男 子 複

1 加賀谷 洋・箭内 将人 (上尾高等学校) 埼 玉 県

, 鈴木 宏章・川森 大輔 (関東第一高等学校) 東 京 都

樋渡 順也・矢部 正博 (常総学院高等学校)

片岡 直茂・野田 亮介 (芦北高等学校)

茨 城 県

熊 本 県

個 人 対 抗

女 子 複

1 山田 裕美・責田  泉 (聖ウルスラ学院高校) 宮 城 県

, 坂本 諭美・吉富 桂子 (精華女子高等学校) 福 岡 県

3
官村亜貴子・村上 直美 (熊本中央女子高等学校)

水井 泰子・市橋 美紀 (四條畷学園高等学校)

熊 本 県

大 阪 府

個 人 対 抗

男 子 単

1 西田  渉 (札幌第一高等学校) 南 北 海 道

2 片岡 直茂 (声北高等学校) 熊 本 県

3

尾形 勝崇

成嶋 瑞穂

(官城県工業高等学校 )

(常総学院高等学校)

宮 城 県

茨 城 県

個 人 対 抗

女 子 単

1 水井 泰子 (四條畷学園高等学校) 大 阪 府
, 中山智香子 北 北 海 道

3

山円 裕美

宮村亜貴子

(聖 ウルスラ学院高等学校 )

(熊本中央女子高等学校)

宮 城 県

熊 本 県

- 1 -

学校 対抗

女  子

3

|

(旭川実業高等学校)
|



男子学校対抗組合わせ表 (BT-49)

26上      尾 (埼  玉)

27由  良 育 英 (鳥  取)

28西   乙  訓 (京  都)

29高   千  穂 (宮  崎)

30高 岡 工 芸 (富 山)

31鳥      羽 (三  重)

32高  松  商 業 (香  川)

33東  奥 義 塾 (青  森)

34千 葉 敬 愛 (千 葉)

35南 部 商 業 (沖 縄)

36広  島 城 北 (広  島)

37札  幌  第 一 (南北海道)

38九州国際大学付属 (福  岡)

39延暦寺学園比叡山 (滋  賀)

40日       川 (山  梨)

41盛  岡 市  立 (岩  手)

42高  知 学  芸 (高  知)

43岡  崎 城  西 (愛  知)

44芦       北 (熊  本)

45御  影 工  業 (兵  庫)

46勝      山 (福  井)

47松   江  北 (島  根)

48宇  都 宮  南 (栃  木)

49宮 城 県 工 業 (宮  城)

0

3

0

3

3

3

1 2

3

0

2

3

常 総 学 院 (茨 城)1

沼 津 学 園 (静 岡)2

日 本 大 学 山 形 (山  形)3

新      田 (愛  媛)4

北      越 (新  潟)5

西      陵 (長  崎)6

下 関 中 央 ■1業 (山  口)7

大 阪 桐 蔭 (大 阪)8

法 政 大 学 第 二 (神 奈 川)9

唐 津 工 業 (佐 賀)10

会 津  iI: 業 (福  島)11

中 野 実 業 (長 野)12

宮  崎 工  業 (宮  崎)13

関 東 第 一 (東 京)14

鹿 児 島 商 業 (鹿 児 島)15

近畿大学附属和歌山(和 歌 山)16

県 立 岐 阜 商 業 (岐  阜)17

秋田経済法科大附 (秋  田)18

金 沢 市 立 工 業 (石  川)19

倉 敷 工 業 (岡 山)20

自 杵 商 業 (大 分)21

旭  り|1 工  業 (北北海道)22

城      東 (徳  島)23

前  橋   東 (群  馬)24

-     条 (奈  良)25

()
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熊 本 中 央 女

増 穂  商

新

城

千 葉  学

長 野  商

札 幌  静

宮 崎  商

能 代  農

足

富 士  官

鈴 峯  女

淑 徳 巣

四 條 畷 学

松  江

鹿 児 島 女

前  橋

土 佐  女

金 沢  向

市  郁 学

鶴  鳴 女

柳 井 工

埼   玉

3

3

3

2

2 2

0

3

0

0

3

3

0

3

1_~l

3

3

優
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四
條
畷
学
園
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阪
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3

3
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女子学校対抗組合わせ表 (GT-49)

子 (熊  本)1

業 (山  梨)2

宮 (和 歌 山)3

東 (徳  島)4

園 (青  森)5

業 (長  野)6

修 (南北海道)7

業 (宮  崎)8

業 (秋  田)9

羽 (福  井)10

東 (静  岡)11

子 (広  島)12

鴨 (東  京)13

園 (大  阪)14

西 (島  根)15

子 (鹿 児 島)16

東 (群  馬)17

子 (高  知)18

陽 (石  川)19

園 (愛  知)20

子 (福  島)21

子 (長  崎)22

業 (山  口)23

条 (奈  良)24

栄 (埼  玉)25

26常  総 学 院 (茨  城)

27県 立 岐 阜 商 業 (岐  阜)

28昭 和 女 子 (大 分)

29   境    (鳥   取)

30新  潟 青 陵 (新  潟)

31成  安 女 子 (京  都)

32香  サ|1 中 央 (香  川)

33精  華 女 子 (福  岡)

34山 形 城 北 女 子 (山  形)

35宇  都  官  南 (栃  木)

36滋  賀 女 子 (滋  賀)

37旭  サ|1 実 業 (北北海道)

38佐  賀 女 子 (佐  賀)

39北 鎌倉女子学園 (神 奈 川)

40前      沢 (岩  手)

41   暁   (三   重)

42高  岡 女  子 (富  山)

43山  陽 女 子 (岡  山)

44西      条 (愛  媛)

45延  岡 商 業 (宮  崎)

46園  田 学  園 (兵  庫)

47船 橋 学 園 女 子 (千  葉)

48南   風   原 (沖  縄)

49聖 ウルス ラ学院 (宮  城)

1

3
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男子個人対抗ダブルス組合わせ表 (BD-98)
佐竹 友昭・西口  渉
丼上 竜次・口中 克昌
金田 央一・稲見 英哲
口熊 直人・石丸 公仁
中西  豪・奥村 英一

山口 悦奥・佐々木 尚
辻  守久・福地 摩治
車  祥キ・吉

"1 
応史

大持 晃史・菖議 将之
工藤公世彦・加藤 弘幸
倉持 敏産・美濃口 進
鈴木  0.国 口  田
石
"1  
隆・平  英文

植田 氏之・久保 敬文
加藤 =億・江藤 昌秀
加納 慎―・原  巨樹
古川 教司・大西 太郎
内田 英樹‐中村 淳―

鈴木 宏章・り|1森  大薔
石沢 英可・中島  誠
古
"1 
博文・竹之内貴広

藤原  透・水野 泰也
森  智磨・児田 建悟
望月 純―・太口 雅規
井嶋 寛興 .清水 孝―

横山 秀之・高精 幸治
村田 十億・渡辺  寛
小椋 11幸・工藤 ―宏
野津 和也・星野 裕弐
江田 孝司・長

“

 靖則
大居 雄―・神成 貴也
岡田 真―・永井 昭紀

多田瞑 尚・大岩 祐二

伊藤 弘彙・野中 贅一

福岡  豪・長澤 大
"Ⅲ口 絆司・推屋美津生

岡  洋一」|1崎 哲也
尾形 勝崇・高柳  健
岡山 秀義・夫野 正芳
小島 朋和・真疇 良和
川端  智・酒井 良之
島袋  教・加藤 貴士
松本 豊彦・草丼  着
土屋  渡`・清水  潔
腱山 直人・池内 太―

伊崎 教也・中村 祐樹
泉  売太・洒井 崇明
林   進 ‐1ヽ林 祐―

片岡 直茂・野田 売介

(南北海道・札 幌 第 一)1
(和歌山・向     E)2
(栃 木・宇 都 宮 工 茉)3

Ю斉藤  俊・有田 浩史
51内山 ■信・中根 俗

“62川畑  暉・水田 和久
53石橋 孝之・坂入 芳女
,大城  栄・残同 壺季
55割石 知幸・鈴村 雅弘
56村田真之助・末次  司
57土構 忠幸・安達 正樹

“
文殊四郎裕一・立壁 邦史
59矢倉  日・福島 秋紀
6(山本 慎二・■江 雅文
61米国 和典・菓岩  忍
62榜  孝三・中山  整
63石減 大士・石井 よ晴

“
加藤 雅隆・林  茂樹
65後藤 幸人・内口 慎二

“
機渡 順也・矢部 正博
67口中 菫弘・三宮 億司

“

伊藤 隆久・黒瀬 和彦
69丸田t―郎・堀田 秀則
70村本 和彦・磯部 幸央
71高本 隆―・藤本 雅之
72駒津 吉巨・関   健
73小笠原政産・本間 真也
74中村 広志・仙石 武志
75長岡 丈司・鈴木  学
′6有田 秀策・B田 尚―
77柘植 昌希・冨田 お史
78船倉 元樹・濱田 ユ夫
79田中  学・堀江贅二部
∞小倉 隆司・日野 昌晃
81検丼 弘招・字野 政弘
82壽苗  亮・三上 伸―
83車場  元・■田  直

(大 阪・

(福 島・

(羹 緩・

(群 馬・

(沖 縄■
(愛 知・

(福
1 同・九州国際大学付属)

(神奈川・法政大学第二)

(福 丼・勝     山)
(鳥 取・米  子  東)
(和歌山・向     陽)
(北北海道・旭 ナ|1工 業)

(島

(三

(秋

(佐

(官

(億

(青

(茨

(宮

(奈

(香

(大

(京

(長

(山

(東

(山

(鹿児

〈広

(岩

(千

(大

(宮

(宮

(新

(埼

(滋

(沖

(岡

(長

(高

原)86

業)37

茉)38

越)39

栄 )40

社 )41

念)12

南)43

茉)44

芸)45

山下 大介
沖野成―郎

梅村 ―■
福関 秀典
杉原 修―

矢田 智之
古
"1 
勝也

箭内 将人
三瓶 雅幸
柳瀬 正宏
伊藤 慎也
甲林 裕史
井元  純
渡辺  恒
■社 康浩

(綺

(岩

(富

(広

(奈

(修

(山

(官

(山

(静

(秋

(大

(茨

(高

(菫

(宮

(栃

(熊

(長

(山

(京

(宮

(鹿児

(石 川・金沢市立工業)

(三

(島

(兵

(新

(長 崎・創  成

岡 第 一)
芸)

強)

和  佐)
府 商 業)
崎 工 業)

工

山

吉

治

倉

宇

取

重

商
銚
島
獣

児

ｔ

廃
爾

島

島

田・横 手 エ

賀・唐 津 工

山・高 岡 工

島・口  和
森・東 奥 義

城・常 給 学

川・高 松 商

分・ 自 杵 商

口・下関中央工

京・関 東 第

形・ 日 本 人 学 山

富
　
一

崎

良

自
”
　
一
日

都

崎

業)4

田)5

業)6

業)7

芸)8

佐)9

塾 )10

院)11

島)12

条)13

業)14

栞)16

羽)16

雲)17

茉)18

-)19

形)20

業)21

属)22

優
勝
　
加
賀
谷

・
箭
内

（埼
玉

・
上
尾
）

栞

回

工

学

井

津

榜

沼

口

岡

案

柔

工

商

県

島

城

児

宮

鹿

城

島

薔

河

田

東

栞

西

桐
　
　
　
　
　
商

城

構

阪
　
　
　
　
　
都

崎

大

自

新

前

南

岡

回

塾

業

一

学

義

工

第

誠

奥

津

東

(石

'1・

金沢市立工薬)23

(山 梨・東海大学甲府)24

分・竹 I11商 業)

城・常 総 学 院)

知・高  知  西)

崎・宮 崎 工 業)

木・■ 都 宮 南)

野・中 野 実 業,

形・日本大学山形)

都・西  ι  訓)西)25

東)あ

陸)27

葉)28

北)2,

一)30

(岐 阜・県立崚阜商業)

(千 葉・千葉南科大学仕8)
(岡 山・水 島 工 葉)

(南北海道・札 幌 第 一)(北北海道・旭 サ11実 彙)31

(曖 嬢・西 条 晨 茉)32

(岐 阜・県立岐阜商業)33

(香  '1・ 尽

(青 森・東

(佐 賀・唐

(東 京・関

崎岡

前

北

知

馬

丼

曖

群

福

津
　
　
田

会

松

福

島

根

岡

福

島

福

敬
　
　
エ

葉
　
　
崎

前

千

精

宮

千

葉

阪

崎

城

綺

エ

江

第

“
　
“

沢

曖

工
　

　

　

弟

　

　

　

工

学

県
　
　
玉

兄
　
　
一戸

城
　
　
　
　
江
　
　
　
　
谷

知

宮

北

埼

近

知

瀬

円

高

城

潟

玉

賀

縄

山

野

知

84田口 智―

85加藤  亘

“

嬌八  淳
87木村 純也
88坂元  直
89本山 一成
∞西村 喜則
91加賀谷 洋
92菊地  淳
93船木  進
94花岡  繁
95佐野  津
%芳川 哲治
97高附三本矢

98百丸 祐

“

”
　
　
古

伊

大

加

北

重

根

庫

潟

I

サII

葉)

東)

北)

越)

館)

尾)

沢)

上

前

高

安

正

日

甲

官

王

子

山

島

良

島

梨

崎

(神奈川・法政大学第二)46

(兵 庫・三 田 学 口)47

(け 岡・沼 津 学 園)48

(熊 本・芦     北)49
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女子個人対抗ダブルス組合わせ表 (GD-98)

りII崎由紀子・佐藤 純子
平原留美子・益山 佳代
南村 真紀・竹中 友美
森下 禎子・荒木 千恵
山本 息子・同崎  愛
木村 央澄・中島工紀子
本田  望・後藤 綾子
伊藤 真弓・時任 美紀

浅口 陽子・長岡 京子

熊沢 綾子・大塚麻紀子

蔦  壼子・森力l 直美

中村 瑞恵・今丼 里枝

山口 亜希・今野 亜紀
田中のり子・内田 裕子
小室 恭子・宮本 久美

森川 和枝・野中亜希子
山本 彩代・中山

=紀
子

門川山記子・藤丼千絵美

田中 千里・堀 英理江

坂本 論美・吉富 桂子

矢萩 博美・片山 美希

野口 朋実・中山 百世

古池 裕水・青木 智恵

澪口 純子・
=武
 美穂

洒丼美智子・岩脇 里香
松尾 祐子・秋山 彙峰
望月  彩・内田 幸技

水井 泰子・市機 美紀

高島 番里・森  智美

林 美有紀・嬌坂 陽子
北島あけみ・田村 裕美

山口 順子・長円 弘美
的場絵里番・本国 贖子
名城 優奈・伊集 智子
松田奈緒子・高口奈津希

杉本 仁美・菊池由美子

岡 加代子・佐竹 朋子
二見 本子・中出 崚子
坂森 信子・中野 熙子
大島 華恵・村上糸都子

竹沢 尚美・今尾 有季
中国 息子・古屋蠍かおり
欄  曖美・中 麻衣子
田坂あゆみ・越智サユリ

川畑美也子・前
"1 
静江

小形 朋子・円村美智子
森田 亜紀・野俣 番織

渡辺 真純・若月 朋美
鬼束 明美・上回 宏美

50田所 宏美・田所 ―美
51松岡 美帆 ′,ヽ泉 奈々

52武官いず美・田中 美保
53今丼 里香・松本ひとみ
●乗富 美掟・中山佐知子
55野津山美■・迫本 陽子
56佐藤 略子・間瀬亜紀子
57堂田 裕子・山野 深雪
58田部井千恵・亀ヶ沢陽子

59佐々本炒子・■ 木々みとり

∞塩崎 淳子 ‐1ヽ野 順子
61甲 斐 悦子・藤本 圭子
62松原 願子・飯間 容子
63玉城ゆかり・久米 綾子

“

橋口 知美・松本 美絵
65珍日ひとみ・口沢美賀子

66伊藤さおり・横山 エミ
67佐竹 綾乃・中嶋 智子

“

藤原 麻紀・中村 恭子
69山本 理代・山本みゆき
70古構安紀子・長丼由紀子

71黒口こずえ・松井ミチル

72安部  優・森  優チ
73山 田 裕美・■田  泉
74宮村亜女子・村上 直美
75山野丼優子・池上 曖子
76細川かおる・関  幸子
77山 中 ■代・山田 恵美

“

樋口 光子・構場 史子
79三木 恵理・式村 真弓
∞遠藤みゆき・沼澤さゆり

81西  宏子・東穣 誂子
82村上 みほ・笹嶋 公子

“

山崎十志子・河村佐息子

84大堀 克技・深沢佳代子
.85松王峰代子・住矢 直美
86安城  香・山本 静番
87入田 晶子・天野 恵里

“

佐 本々智保子・川村美音子

"野
自 弥生・勝田  幸

∞溝上 知恵・堀  裕子
91信田 富■・川口 桐香
92武田さくら・斎藤かおり

'3大
岩根千恵・百丸和香子

"野
垣 詠子・伏屋 京子

95長谷川由美・井上 美穂

“

森  昭衣・山口 麻美
97西  圭子・ P,間  由佳

“

中山智番子・増茂 孝枝

(東 京・淑 徳 巣 嗚)

(南北海道・とわの森三愛)

院

彙

学

商

総

崎

常

宮

城

峙

茨

宮

院

葉

学女

一晨

愛信

代

本熊

能

本

田

熊

秋

(京 都・洛    水)3

〈二 重・松    阪)4
(高 知・土 佐 女 子)5

(山 口・榜 丼 工 業)0

(■ 森・千 葉 学 園)7

子

茉

子

21

22

23

24

25

26

(■

(長

(京

(広

(受

(奈

(群

(秋

(■

(官

(看

(,中

(静

(三

(凛

(山

(岡

(茨

(篠

(岩

(島

(福

〈大

(新

〈官

(岐

都・成 安 女 子)

良・―     条 )

馬・前  構  東)
田・新    屋)
緩・西    条)

崎・延 同 商 茉)
川・香 サ|1 中 央)

庫・夙 ,11 学 院)
井・敦     賀)
木・宇 都 宮 南)

取・米  子  西)

分・大 分 女 子,

城・聖ウルスラ学院)

本・熊 本 中 央 女 子 )

口・柳 丼 工 業)

山・高 岡 女 子)

崎・鶴 嗚 女 子)

葉・船橋学固女子)

子

栞

女

商

賀

野

佐

長

■
一
野

子

屋

女準鈴

佐

島

知

原

東軒

ス

‐士

南

宙

縄

岡

■・埼  玉  栄)
川・全 沢 向 陽)

知・■ 佐 女 子)

形・新  庄  南)

叡比

商

暁

調

―

警

苺
輩
増

重

賛

梨

裔

商
『
崎
輩

官

県

崎

阜

(神奈川・北筆倉女子学園)10

(広 島・鈴 峯 女 子)11

(新 お・新 潟 中 央)12

(南北海道・札 幌

"修
)13

(滋 賀・

(埼 玉・

(佐 賀・

(億 島・

(和漱山・

子)14

栄)15

■)16

東)17

質)18

東)19

子)20

女

　

　

女
　
　
　
　
官

女

玉

■
一　

　

■
　
　
　
　
■

華

ま

埼

佐

城

部

富

精

女

商

女

商

和

山

”

掟

昭

富

鶴

増

子

口

南

目

女

学

城

向

隔

田

見

沢

山

口

豊

金

南

院

口

学

官

ラ
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男子個人対抗シングル組合わせ表 (BS-98)
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(岡 山・倉 菫 工 案)3
(沖 縄・知    念)4
(香 川・高 松 商 案)5
(宮 城・宮 城 県 工 葉)6
(埼 玉・■    尾)7
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丼
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平

宮
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星

成
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部

前

南
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山
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佐

(長 崎・西     陵)
(千 葉・千 葉 敬 曖)

(奈 良・一     条)
(官 城・宮 城 県 工 彙)

京・関 東 第 一)

島・祇  固  北)
分・臼 杵 商 業)

阪・ 柏     原 )

重・伊 勢 工 茉)

木・宇 都 宮 南)

野・中 野 実 業)

津 工 栞

(崚 早・県立岐阜商業)11

(長 野・岡 谷 工 栞)12

(山 形・日本大学山形)13
(宮 崎・宮 崎 工 彙)14

(兵 庫・三 日 学 国)15

(栃 木・宇 都 宮 工 案)16

に ■・伊 勢 工 案)17

(福 島・若 松 商 業)18

(福 井・勝     山)19
(高 知・高 知 学 芸)20

(鳥 取・倉 吉 工 茉)21

(群 馬・前  替  東)22
(新 潟・北     越)a
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女子個人対抗シングル組合わせ表 (GS-98)
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(辟 馬・前  嬌  東)
(螢 最・西     条)
(鹿児島・鹿 児 島 女 子)

(埼 玉・埼  玉  榮)
(和嗽山・新     宮)
(宮 崎・1餞聖ドミニコ学日)
(愛 知・市 椰 学 口)

(南北海道・札 幌 静 体)

(福 島・若 松 女 子)

78佐

79綸

80田

81西

女 子)
鷲)

商 業)
女 子)
ラ学院)

女 子)
工 案)
女 子)

(神奈川・北筆倉女子学田)

(長 野・長 野 商 栞)

(大 阪・四 天 工 寺)

7

(宮 城・聖ウルスラ学院)4'



男 子 学 校 対 抗 戦

第 1

1ヽ′ :ヽ

瓢ロ

No. 1
日布さ動!形 3-01参為甲 No. 4 法聯ぬ身府

二3-0貢ど毛声
Sl

Dl

D2

小野 敏和 2 11:二 :1 0 吉岡 宏之

小笠原政彦 ●
本間 真也 `

中島  誠 .
石沢 英司 `

|

15-3
15-6 |

ハ 林V 小林

ハ 石渡V 石井

進
祐一

人士
基晴

(15-3)
■5-6'

Sl

Dl

D2

土橋
安達

伊崎
吉村

豊看2

整芙2

115-41 nl15-11 υ

115-41 Al15-41 υ

重  憲道
佐々木秀也

辻  守久
福地 隆治

No. 2
」
(新 潟警3-21愛1媛 |「 No. 5 喪ぎ署斉3-0貪ξ追秀

Dl

D2

S2

藤井

岡山
武野

輝男

秀義
正芳

15-10
1 112-151 2
5-15

三好

川端
水田

藤井
安永

川端

弘宜

輝
和久

21 15-215-7 10

本山
矢田

岡山

一成
智之

秀義

15-♀
1 ,‐ |ワ

ー l ol _1 '1′
2-15

2 1::二島1 0
5-り
1 121::二
:l.

崇明
圭一

輝

武野 正芳 水田 和久

Sl

Dl

D2

山名

関
岩下

駒津
小島

敏晶 2 1
5
5
8

5
5

-17
-131 1 小椋 博幸
-14

健
士朗

」●FF

淳

2 |

-3
-3 10

小原
棚木
靖春
宏

一宏
正義

5-9 1 工藤: 
関本

2 18-151
15-6

No. 3
下
nFり活;業 3-0要長崎購 No. 6

鹿児島商業 ,_n近 畿大学附属和歌山
(鹿児島)●  V  (和 歌山)

Sl

Dl

D2

米川

内田
中村

仁 21 15-415-7 10 森

泉田
上村

泉電

伸一

健治
浩司

隆文
浩之

英樹 ● 」
淳一 ` |

15-5
15-6 10

藤野  聡
吠木 秀史

15-11
211-1511
15-5

Sl

Dl

D2

古川 博文 2 115-215- 3 0 宮井 陽平

崖
=

伸哉

募贅

有田 秀策
脇田 尚一

ぅ 115-21
` 115-41

n 谷口υ 玉井

ハ 細井V 山本雫馨未慣喜 2 | |

15-7
15-8

中村 祐樹 2 11:=,1 0 岡本  誠

Sl

S3

- 8 -



No. 7 県孟ぼぇ事業3-0秋田驚遭亀ょ大附No.11 豪ξ
IL声 3-0豪宮千崎:「

Sl

Dl

D2

三浦 公雄

多田隈 尚
大岩 祐二

2

2

2

|

15-0
15-6 1 0 渋谷 義貴

`15-71115- 21
n 加藤 雅隆V 
林  茂樹

n 新谷 健治V 
佐藤 雄太

IIIH
I「 ilh

篤史
昌希

|

15-4
15-2 |

Sl

Dl

D2

木下 泰延 2 115-015-4 1 0 佐藤圭一郎

重
吉川

今井
安田

祥幸
応史

'快治
和生

21:嵐 10

2 1::二島1 0

「号本す
甲斐

甲斐
甲斐

公夫
宏紀

宏則
雅通

No. 8 楊ヒ
リ
1断岳ン3-2冒ぞ殊斉 No.12 貢孝雀書3-0委獣課芦
15-9

鈴木 大輔 1 113-151 2 江藤
6-15

昌秀

委聖
義徳
隆男

義徳

米田
真岩

西田
山中

米田

和碁21
圭 ● ,

貴満 ` t

15-0
15-0 |
n 江藤
V 士 を
′し、rミ

0摺馨
2 加藤

15-4
15-5
15-5

|

和典  1 113-151
0-15

西田  圭 2 1 15-115-2 1 0 嶋村 隆男

Sl

Dl

D2

石井 一彦 21::二 i810

211掛 10

大町 康武

慢鷺 大尋
伊藤 博人
田中 肇一

菫菫 伸売

21 15-1115-6 1 0 希薙公敦肇

No.9 1郡
橋馬番3-0贅徳島東) 質膚督ヒ3-2¬ ,計鴨斉

Sl

Dl

D2

坂入 秀貴 2 1 15-115-3 10 三好

笹山
大西

泰弘

高橋 幸治 ぅ
横山 秀之 `

石橋 考之 2

115-21115-91 0

0

英紀
孝典

泰樹
和典

|

15-5
15-3 |

谷
鬼田

Sl

Dl

D2

S2

S3

15-7
小島 英夫 2 114-171 1 新垣  博

15-7
河野
宮本

福永
中本

注 : ^

大爺 °
3-15
3-15 |

● 大城
` 外間

n 城間V 玉城

栄
潤

豊季
敏明

誠
隆秀

誠

2

0

2

115-61
115-81

福永 |

10-15
5-15 1 2 大城  栄

中本 隆秀 ||:二

`1 0 

外間  潤

No.10 要京
乙
都『
|13-01ξ

l斉
延暦寺学
鍵鼻
叡山3-Ol山  梨|||

Sl

Dl

D2

仲江太佳博 2 11:二 11 0 松井 徹也

中村
仙石

西ホナ
山内

広志
武志

功
忠亮

2 1:,二島1 0

21 11:二::| 10

河本
霜村

村上
柿本

淳
栄一

博俊
裕永

Sl

Dl

D2

10-15
本山 真吾 2 115-41 1 雨宮 耕司

15-2

馬場 勝治 .
多久島 誠 `

伊藤 隆久 ぅ
黒瀬 和彦 `

|

15-5
18-16

15-2
15-8

|

ハ 草塩V 
鈴木

n 堀内V 鶴田

正国
健介

| |

秀男
真

Sl

Dl

D2

S2

S3

No.13

No.14

- 9 -



No.15 高借馬
芸3-01鍵Л事

立
No.17 宇都 宮 南 ,_n松 江 北

(栃 木)・
~V(島
 根)

Sl

Dl

D2

岩本

鍵山
池内

正和  2

臭杢2

実笥2

|

1 5 6
4 | 0

0

0

中島

村上
桐山

敏彦

正寛
英夫

卓一
徳秀

15

15-5
15-7 |

谷岡
山本

|

15-5
15-12 |

西村
吉田

Sl

Dl

D2

水川 貴生 2 1 15- 915-3 10 田中

小西
宮本

野津
星野

学

修二
誠司

和也
裕弐

村本
磯部

館野
西田

和彦
幸央

隆志
裕紀

211溺 10

21 15-615-12 10

N(,.16 質福| り|夕 3-0製賢多尾言斉
Sl

Dl

D2

小池  輝 2 1 15-1115-4 1 0 山路 優一

崇勝
知史

芳和
雄二

文殊
立壁

乾
木下

四
;li笙

-2

繕綺2

115-31115-21 n 五島V 土谷

n 岡本
υ 首藤|

15-5
15-9 |

男 子 学 校 対 抗 戦

第 2 戦ロ

No.18 常 総 学 院 ,_n日 本大学山形
(茨 城)・
~V(山
 形) No.19 」

i新■局警3-0下n145業
Sl

Dl

D2

荒井  孝

矢部 正博
樋渡 順也

暦牌 護穆

21:冒10

21::二 610

2 11:二晶1 0

小野 敏和

小笠原政彦
本間 真也

石沢 英司
中島  誠

Sl

Dl

D2

11-15
中川 智行 2 115-101 1 米川  仁

15-5

う  」
`  ,

15-1
15-9 |
n 内田
υ 中村

1 漆奔

英樹
淳一

秀史
聡

7-15
2 115-71
15-10

-10-

岡山 秀義
武野 正芳

本山 一成
矢田 智之



No.20 法格み新1育
二3-1委∬霰芦 N().24 楊ヒ][語:診 3-0長詳毛斉

Sl

Dl

S2

15-7
中村 祐樹 2 17-151 1 岸田 健作

15-8
伊崎
吉村

土橋
安達

敦也
正人

忠幸
正樹

敦也

0

2

110-151
18-151 2嘉 黒

n 田中
υ 恵美

1 斎藤

浩史
俊

宏和
要

俊

|

15-8
15-12

1サ
1崎

15-11
2 110-151
15-10

Sl

Dl

D2

伊藤 章芳 2 ■5-101 A■5-111 V

(15-51 A115-41 V

藤井 大輔

米田
真岩

西田
山中

和典
忍

圭
貴満

2

2

青江
一井 募謹

孝二
功士

15-8
15-11
i n 守安: υ 檜原

No.21 宮 崎 工 業 ,_1中 野 実業
(宮 崎)・
~:(長
 野) No.25

一    峯
^

(奈 良チ'｀ J~l
前 橋 東
(郡 馬 )

Sl

Dl

D2

S2

渡辺 義人 0 1 6-153-15 12小 島

10閥 津

10馨

10関

浮

_健
吉臣

将之
士朗

健

百九 祐輝
村社 康浩

川崎 響也

2

2

2

15-6
15-8

15-3
15-7

百丸 祐輝 |

15-1
15-7

Sl

Dl

D2

S2

15-11
東山 秀樹 2 15-151 1 坂入 秀貴

15-9
石川  隆 ぅ `
平  英文 ι l

15-3
15-6 |

n 石橋 考之V 難波  泰

2 裏1];寿芝宇治
中川 贅寛 0 1

3-15
2-15 |

平

1-15
英文 2 117-141 1 横山 秀之
15-6

oヽ.22 叩f5為)3-0残 I:見鷺斉 No.26 ★埼玉「 3~0要京
乙都勇

11

Sl

Dl

D2

山口 将治 2 1 15-515-7 1 0 古川 博文

鈴木 宏章
川森 大輔 2

2

`15-41115-31
n 有田 秀策V 
脇田 尚一

n 下青木慎吾
υ 下野  浩

,可ホす
山 F
寿仁
大介 |

15-5
15-3 |

Sl

Dl

D2

山田

加賀谷
箭内

酒井
清元

17-16
英孝 2 111-151 1 仙石 武志

15-12
,ヽζ

`十
 ●  `

将人 乙 1

敬著 2 1

15-0
15-4 |

ハ 西村  功υ 仲江太佳博

0 出萬 憲、変
15-12
15- 1 |

金
盗事ち訴業3-0県乱挙是事業 No.27 豪ξ毛声3-0.最三重翼

Sl

Dl

D2

15-13
森  智麿 2 111-151 1

15-8
三浦 公雄

加藤  亘
沖野威一郎

21 15-1015-5 10
多田隈 尚
大岩 祐二

|

i n 柘植F V 冨田
Ll■ _
日 押

篤 史

堀円
岡田 馨県 2

15-9
15-4

Sl

Dl

D2

神谷 仁± 2 1 15-315-3 0 中西 孝文

重

吉川

今井
安田

徳童2

塔重2

|

15-9
15-11 |
n 柚木υ 加藤

n 新開V 世古

俊文
幸寛

|

15-7
15-7

智宏
文彦

D2

No.23

-11-



No.28 貢季喫番3-0長ξ爾1斉 No.31 熙饗鶴戸3-11響為声
Sl

Dl

D2

石井 一彦 2 11:二 ,1 0 林  祐介

福間  豪 . |
長澤 大輔 ` |

15-6
15-12 |
n 本直田V 
久保

1薄i瀧

真之
敬文

智彦
裕明

伊藤 博人
田中 肇一

8-15
2 115-101
15-8

Sl

Dl

D2

S2

鈴村 雅弘 2 11:二 :| 0

2

岩本 正和

井嶋 寛興 n 」
仲内 一雄 V I

3-15
12-15 |

鍵山
池内

谷岡
山本

直人
太一

伸俊
英司

割石
清水

井嶋

知幸
孝一
21:属10

21:調 10寛興 鍵 山 直人

No.29 偽謂覇義53-0褻ξ堪,ヒ No.32
吉
(

1レ

熊 本
'し

3-1 勝   山
(福 井)

Sl

Dl

D2

一宮 孝一 2 11:三 ::| 10

2 11:二:`| 10

小島 英夫

小倉
日野

西田
佐竹

隆司
昌晃

渉
友昭

福永
中本

河野
宮本

誠
隆秀

大爺
21 15-015-0 10

Sl

Dl

D2

S2

花田 政文 2 11:二 il 0

0

2

0

小池  輝

乗下 薄篤
殊四郎裕一
壁 邦史

立壁 邦史

片岡 直茂
野田 亮介

山村 光司
野日  忍

21 15-115-5 |

11-15
1 115-111
8-15

文
エ

片岡 直茂 2 115-015-1 |

No.30 九り11‐是際大付属 ,_1延 暦寺学園比叡山岡) ・
~: (滋
 賀) No.33 尾算ぅ計業3-01″課戸

Sl

Dl

D2

S2

10-15
楠野 隆行 2 115-131 1

15-1
杉岡 拓也

村田真之助 り ,
末次  司 ` 1

15-11
15-1 |
n 馬場 勝治V 
多久島 誠

● 伊藤 隆久
` 黒瀬 和彦

杉本 聖太
蜂屋八須彦

村田真之助

n `8-15,
υ '7-15'

● 115-31
ι て15-6' 1 本山 真吾

Sl

Dl

D2

鈴木  学 2 1 15-415-4 1 0 小柳 一広

尾形
高柳

古橋
沼田

勝崇
健

玄基
学

7-15
2 115-111
15-13
15-6
2 18-151
15-10

村本
磯部

館野
西田

和彦
幸央

隆志
裕紀

男 子 学 校 対 抗 戦
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No.34 裳要ち嬌3-0」 ,新
越
潟)

No.38
尾 ._1高 岡 工 芸
玉)●
~:(富

山)
上
(埼

Sl

Dl

D2

|::ニザ1 0 中川 智行

■5-5t n 本山 一成
'15-2∫
 V 矢田 智之

■7-14i n 岡山 秀義115-61 V 武野 正芳

城戸 洋充 2

矢部 正博 ●
樋渡 順也 `

成嶋 瑞穂 ●
倉持 敏彦 `

Sl

Dl

D2

S2

15-5
19-151 1
15-12

■5-51 Al15-91 V

神谷 仁士

今井 快治
安田 和生
iti

12書川
祥幸
応史

殖栗

加賀谷
箭内

酒井
清元

秀治

洋
将人

晃
敬吾

洋

11-

10-

14-
18-
15-

2

2

0

2

5

5

7

3

|

加賀谷 | 1 1 車  祥幸
7

No.35
(宮 崎)
宮崎工業3-1 法烙め尋

|1青二
,害踊慮53-01季操書No.39

Sl

Dl

D2

S2

15-5
渡辺 義人 1 114-171 2 中村 祐樹

6-15

再を 震悟 2 11:二 :1 0 害蒋 整史

用崎 響五 2 1i三り1 1 姜理 豊着

百丸 祐輝 2 11:二 :1 0 安達 正樹

Sl

Dl

D2

2

2

14-151 1 石井 一彦
15-3

0 慢麗 大尋
1 伊藤 博人: 田中 肇一

一宮

西田
佐竹

小倉
日野

8-15
2 115-41
15-8

15-
孝一

渉
友昭

隆司
昌晃

15-12
15-9|

No.36
関東 第
(東 京「
3-1金δ要漸ぉ業 No.40 熙ぎ為戸3-2九州目ξ:情;付属

Sl

Dl

D2

S2

戸祭 潤 21 15-815-8 1 0 森  智麿

,可本す
山下

鈴木
川森

山口

寿仁
大介

宏章
大輔

将治

10

15-12
1 15-151 2
9-15
15-6
15-9|

加藤  亘
沖野威一郎

堀田 建悟
岡田 宏邦2

2
18-
17- |:1 0 沖野威一郎

Sl

Dl

D2

S3

S2

鈴村 雅弘 2 11:二 i1 0 楠野 隆行

算穐1蔓糞018二 |:12某異1真
之留

詔チ: 型董 2 1i三 |:1 1 1髭讐:八場欝蓼
仲内 一雄 0 1 7-151-15 1 2 村田真之助

6-15
井嶋 寛興 2 115-81 1 末次  司

15-4

(奈

条 ,_n旭 川 工 業
良)・
~V(北
北海道)

芦   北 ._.宮 城県工業
(熊 本)・
~`(官
 城)No.41

Sl

Dl

D2

115-121115-7( 伊藤 章芳東山 秀樹 2

石川  隆 .
平  英文 `
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0
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忍
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亮介

光司
忍
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115-91
(15-21 奥山  透
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0
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高柳
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健

0

2

片岡

2 1::二 :1 0 今野 友之

2 1::二 ♀1 0 高柳 健

|
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No.42 ittЪ「 3-0長ξ鵡斉 No.44 偽謂覇晶53-2女埼
尾
玉)

Sl
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城戸 洋充 2 11:二 :1 0 渡辺 義人

樋渡
矢部

長檀

順也
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~
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No.46 1要協「 3-2張菊籍「
No.47 豪熊 本,ヒ 3-21需|1乳慮||』テ

Sl
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S2

S3

成嶋 瑞穂
6-15
1 115-121 2
13-18
3-15
2 117-151 1
15-10

依
ボ

ｍ
同

鼻渡口 整

樋渡 順也
矢部 正博

前嚢 柔轟
21 15-1015-8 0

2

0

1可ホす
山下

仁
介
寿
大

城戸 洋充 0 17-15119-151 川森 大輔

荒井  孝 2 1::二
l:|

llll l  材
=,台

Sl

Dl

S2
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田

　

岡
田

花

　

片
野

政文 2 1i:三 l:1 0 -宮 孝一

夏′i 0
光慰、0

亮介 2

直茂 2

|

11-15
3-15 12

月ヽ
日
倉 隆司
野 昌晃

山村
野口

|

4-15
7 -15 12

西田
佐竹

渉
友昭

野 ||| ||:二 T1 0 井野 嘉久

片 岡 |

15-6
15-5 1 0 西田  渉

3年連続優勝をねらう常総学院高校と全国高校
選抜大会 2位の関東第一高の実力校の対戦とな
り、目を離すことができない力のこもった好試合
であった。
単 1は互いにコーナーヘの配球でのさぐり合い
で始まり、常総の返球が浅くなり又、 ミスも重り、
1ダームを落とした。関東第一は 2ゲームロをや
や疲れからのミスで落としたものの、 3ゲームロ
はセッティングにもつれ込む接戦となったが強打
で勝った。
複―は、関東第一は 1ゲームを勝ち、 2ゲーム
目も(14-10)と マッチポイントを握ったが、常総
の粘りに会い、消極的な動きにさせられ逆転を許
し、その勢いで常総に押 し切られた。複 2は、お
互いに粘りのあるゲームであったが、常総が早い
球廻しで、抜け出し危なげなく勝った。
単 2は 、関東第一がスピードにまさり常総を圧
倒 した。
単 3は、関東第一がリード(9-0)したが、常
総はじっくり粘 り(10-9)と 逆転に成功 し、 2
ゲームロもその勢いで勝った。
関東第一に、やや消極的なリターン・ラケット
さばきをよぎなくさせた、常総の粘 り(守備力)が
まさった試合だったと思う。関東第一は単一を勝
ち、複一を優位に展開していただけに、複―を
勝って「王手をかけていれば」と惜 しまれた。ラ
ス トの 1, 2点の重さを今回もつくづく感じさせ
られた試合であった。

準決勝戦は、単 1・ 複 1・ 複 2の同時スタート
で開始されたが、激戦の末からくも、 3-2で声
北高校が勝利をものにした。
単 1は、立ち上がり、花田が丁寧な配球で主導
権を握ぎり、このまま圧倒するかにみえたが、こ
こで一宮もよく食い下がり、14-13ま で追い上げ
たが最後には花田がからくも逃げきつた。 2ゲー
ムに入っても丁寧な配球をする花田、これに対し
て積極的に攻撃する一宮であるが最後の決め手が
なく、15-11で花田が勝利をものにした。複 1
は、緊迫した好ゲームであったが、前半は、コン
ピ不―ションの良さで、片岡・野田組が大きくリ
ードするが、しかし後半小倉・日野組は、たたみ
かける攻撃で14-11と 逆転しマッチポイントを握
り相手のサイドアウトで先取した。 2ゲームに入
っても、小倉・日野組の積極的な攻撃は止らず、
片岡・野田組も防ぎきれなかった。複 2は 、芦北
サープで始ったが、前半で大きくリードした、西
田_1佐竹組が、後半もすきを与えず、相手のミス
を誘い15-4で振‐り切った。 2ゲームは前半、 1
点を戦う好ゲームで始ったが、後半ミスがめだつ
山村・野口組に対し、冷静さを保ち、常に先手を
取った西田・佐竹組が15-7で勝利した。
単 2、 何度もコート上で足を取られてベースを
組み立てられない井野に対し、余裕の感じられる
野田が攻撃をかわし、15-10で先取する。 2ゲー

な[今,断itだ
)流れは変らず野田が15-4であ

単o、_1点を戦う好ゲームを期待したが、安定
・確実なフットワークからくりだすショットで片
岡が15-6で先手する。 2ゲームに入ってもこの

生1町
)ペースはくずれずあっさりと15-5で勝利
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No.48 常 総 学 院 3-1 芦     北
(茨 城) (熊 本)

Sl
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一
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二

二
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１５
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0  花田 政文

美濃回
倉持 敏疹

順也
正博

う
乙
　

　

ｎ
ｕ
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υ

片岡 直茂
野田 亮介

奨
i度

音[
つ
‘
　

　

（
Ｚ

山ホす
野口
光司
忍

城戸 洋充 | 片岡 直茂 (棄権)

__堂総は、 3年連続優勝をかけ、声北は今春の全国選抜優勝の勢いにのって、優勝をねらうといった
緊張感のある雰囲気のなかで決勝戦がはじまった。
第 1シ ングルス、第 1ゲームは成嶋のサープではじまり、そのまま好調なすべり出しをみせ 5-0
とリード、その後花田が頑張りを見せ、 4点を返し5-4と 迫ったが成嶋がドロップを決めサープ権

ζモ箸蔑鷹な長暴あ撃[β :あ季「 馨落優后危蓬苫Fリブレ誓万!下語盆募モ簿告し窒ム「 軍ま装各

第 1ダブルス、第 1ゲームお互いに激しいラリーの応酬ではじまり、声北が 5-3と先行したがネ
ット前のプッシュが功を奏し常総が巻き返しを計り2人の息の合ったプレーで9点を連取し、相手に
2点を許したものの15-7で常総が第 1ゲームをとった。第 2ゲームに入っても常総が順調なすべり
出しを見せ5-3と リードしたがその後多彩なラリーの応酬があったが常総が常にリードし13-8と
なり試合を決めるかに見えたが、芦北の反撃、常総のミスと重り13-13と なリセッティングの末芦北の
勝ちとなる。第 3ゲーム、勢いにのった芦北は、固くなった常総のサービスミスと動きのにぶくなっ
たところにつけ入り15-7と 、このダームを取り2-1で制した。第 2ダブルス常総の 2年生ペアー
の活躍が目ざましく芦北につけ入るすきを与えず打点の高いスマッシュとタッチの早い前衛攻撃で軽
く勝ち、第 2ゲームも好調さ接続し、10-7と追い上げた芦北をかわし、15-7で勝った。第2シ ン
グルス、第 1ゲーム片岡の強烈なスマッシュとフェイントで優位に試合を進め前半8-5と リードし
たが城戸も頑張リー時は11-9と 逆転したがネット前のはげしい戦いを制した片岡が再度逆転し
15-11で第 1ゲームを取った。第 2ダームに入るとお互いに譲らず 1進 1退のダームとなり、激しい
スマッシュの打ち合いとなった。ドロップが決り出した城戸が12-7と リード、片岡も必死にくい下
り、13-10と したが疲労が激しい様子であった。並行してやっていた第 3シ ングルスが2-0で常
総の荒井が勝ちとなったため片岡の棄権を監督が申し出て終了した。
結局常総が3-1で芦北を降し3年連続 3回 目の優勝を飾った。
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オーダーを見るとダブルスがはずれたので、 ト
ップンングルスの勝敗が試合の行方を大きく決定
づけた。 3コ ー ト平行で試合が始 り、最初信田が
3年生の意地を見せて、フェイントのきいたドロ
ップやスマッシュ、相手の松浦のミスに助けられ
一気に8-0と リードした。松浦はショー トサー
ビスなどで 3点 をとったが、信田の勢いをとめる
ことができず11-3で 第 1ゲームは終った。第 2
ゲーム松浦は 3-0、  7-6、 8-6と リードし
たが信田のスマッシュ攻撃にゆさぶられ肝心なと
ころでスマッシュミス、 ドロップミスを連発して
11-8で 2ゲームロを失った。
第 1ダブルスは四條畷の 1年ペアでは熊本中央
の破壊力のあるスマッシュ攻撃を止めることがで

マッシュ、フェイ
勝って王手
えた川回は
中心にドラ
2ゲームを

取って決勝へ駒をすすめた。

全国選抜大会決勝の再現となった準決勝は
までもつれ込んだ。
単、互いに丁寧な配球で長いラリーの応酬
、一進一退のダーム展開。終盤、加藤が 4
卜連取し、10-8と ゲームポイントを握る
が追いつきセッティング。しかし、岡の追
藤が 2ポイント連取し12-10と 1ダームロ
。 2ゲームロに入ると、岡に疲れがみえ序
競ったもののミスが目立ち、加藤が一方的
ントを重ね11-3と連勝。
複 1ゲームロ、佐藤・川崎組に本来の動き
れず、3オ ールから山田・貴田組が10-3
ド、このまま一気に行くかと思われたが、
も5ポイント連取し8-10と 追い上げるが
もここまで山田組が15-8。 2ゲームロに
も余裕のある山田組が15-6と 圧勝。
複、 1ゲームロ佐竹・庄子組が、リズムに
れない安城・山本組を11-5と リード。こ
城組も踏ん張りをみせ11オ ール、双方とも
卜を重ね13オ ールセテイングとなり、追い
強みを発揮、 4ポイント連取しゲームポイ
握り、 1ポイント返されたものの18-14で

勝利。 2ゲームロも安城・山本組の勢いは衰えず
15-3と連取。
常総 2-1と リードして迎えた第 2単。守って
勝つタイプの佐藤に対し、素晴らしいフットワー
クと配球、攻撃力で余裕のある山田が終始リード
を保ち 1ゲームロ11-4と 圧勝。 2ゲームロに入
っても流れは変わらず山田が 9-2と リード、こ
のゲームの途中で並行して行なわれていた第 3単
が貴田の圧勝で先に終了。勝利数 2対 2と なり、
勝敗の行方は第 2単にかかってきた。10-3と 山
田がマッチポイントを握ったが佐藤も7-10と 追
い上げる。しかし、最後山田の執のような攻撃を
佐藤懸命にレシープするがネット。聖ウスルラの
決勝進出が決定。
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聖ウルスラ学院の対戦となった。
ウルスラ学院)のサービスで始まり、信田 (四條畷学園)のパヮー・スピードが
一気に勝負がついた。第 2ゲームも最初だけ、接戦であったが、 1対 1から庄子
スオーバーが 4回あり結果は11対 1で先づ、四條畷学園が勝った。
もオーダーが外れ、 1対 1と なり、四條畷学園が 2対 1と なり王手をかけた。
時に開始し、第 2単川口 (四條畷学園)と 貴田 (聖 ウルスラ)の試合は、 1ゲー
ームは川日が取リフアイナルゲームとなる大接戦となった。一方水井と山田の第
田が10対 7と リードしたが、水井も頑張り、セティングにもつれ、 2対 0で水井
ムも水井が 8対 3と 優勢に進行したが、今度は、山田が踏んばり、またしても10
イングとなった。しかし水井が 2対 1で勝ち、団体の勝負が決着した。
(聖 ウルスラ学院)の第 3ゲーム9対 4と リードしていた時点で川口が棄権 (キ
3対 2で四條畷学園の 3年ぶり、12回 目の優勝が決定した。
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(15-12'

斎 藤  俊

有 田浩 史

NO.92

(声  北 )
片 岡直茂

野 田亮 介
2
j

1

15-5

15-10 |
0
福 間 豪
長澤大輛

(千葉敬愛,

No.94

(上  尾 )
加賀谷 洋

箭 内将 人
2
|

15-11

15-12 |
0
小 倉 隆 司

日野 昌晃
(札幌第一)

男 子 複 準 決  勝
No.95

(関東第一)
鈴 木宏章

川森 大輔
2
j

1

5-
1-

8- |

1

片 岡直茂

野 田亮 介
(芦  北 )

No.96

(上  尾 )
加賀谷 洋

箭 内将 人
2
j

l

15
14

15

-81 樋 渡順 也
-18,1
-51 矢部 正博

(常総学院)

[曇:雹蠣聰葬鰍灘淵
2グーム日、関東第一のスマッシュの威力が増し10-4と リー

(第 1ゲ
双方の
単なミス
がサービ
半10-8
点が動か

―ム)
激しい打ち合いではしまり常総の優
が続き上尾の 5-2の リー ド、常総
スフォルトをとられいっきに10-5
と追いあげるが、再びサービスフォ
ず15-8で 上尾がとる。

位と見えたが、簡
5-5と追いつく
とはなされる。後
ルトをとられ、 8
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ドする。芦北は多彩なサープでかく乱し、関東第一―の攻撃を消
極的にし、10オ ールとし逆転に成功した。
3ダームロ、芦北の粘り強い返球で、関東第一にミスが日立
ち5-2と リードする。関東第一もストロータが安定しはじめ、
8-7、 13-8と 逆転した。芦北も13オールと粘ったが一歩お
よばなかった。
各ゲームとも3～ 4転 し、試合結果がどのようになるか予測
できない熱戦であった。

(第 2ターム)
一進一退のグームとなる。常総 2本のサービスフォルトをと
られるが、スマッシュの連続で反翠、5-2と はなす。中盤、
常総はコースが浅くなったところをつかれ、 9-9と 追いつか
れる。後半上尾は、サープレシープのミスが 2本続き13-9と
はなされるがよくふんばり、13-13と セッテイングにもちこ
む。常総 2-1の時長いラリーがあり、常総がとって3-1と
なり、そのまま得点を重ね18-13で常総が勝つ。

試合開始後、双方のミスが続いたあと常総が3-2で リード
の時、2本のきわといサービスインを見のがしネットインもあ
りいっきに上尾は10-3と 引きはなす。
後半激しい応酬があるが、上尾はネット前にうまく決めてボ
イントを重ね、15-5と 上尾が勝った。

男 子 複 決 勝

No.97

(■
加賀谷 洋 111-151 鈴木宏章
尾)箭
内将 人
211:二
:11川 森大輔

(関東第一 )

共に手の内を知っている関東地区の対戦となった。

1ゲームロ、高い打点からの攻撃で力の対決となり、前半とも譲らず 5-5と なる。上尾が前陣で、関東第一が後陣でネット

ヘのダッシュをする。 1点差で7-7まで推移するが、上尾がラケツトさばきにやや硬さが感じられ、ネットミス、アウト等で

9-12と 離される。関東第-14-11と ダームポイントとするがサープが甘くなり、上尾に粘られるが、良くしのぎ逃げきった。

2ダームロ、 5オールと接戦となるが、関東第一にサープのレシープミスが重なり10-5と リードを許し、上尾に少し勢いがで

てきた。

3ゲームロ、お互いに早いテンボでの攻撃で相手のリターンを甘くし一進一退が続くが、上尾のプッシユカが優っていて5-

2と リードする。上尾は、関東第一の自減 (攻撃ミス・選球ミス等)に助けられ、13-2と 一気にリードし勝負を決めた。

この試合は先にスマッシュ攻撃をした時に有利に展開していたと思う。また、サープのレシープが勝敗のポイントになったと

思われた。
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(洛  水)
南 村真紀

竹 中友美
2
|
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15-8

No.11

(香川中央)
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鍋坂 陽子
2
|
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l

|
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高 島香 里
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15-2 |
0
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荒 木 千恵
(松  阪)
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2
|
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t

i

0
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No. 3
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後藤綾 子

|

21
15-0

15-2

1

1 0
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中島亜紀子
(柳井工業)
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2
|

15-10

15-6 |
0
杉 本仁 美

菊池由美子
(宇都官南)

No. 4

(姜輪)奨轟:211:]:10[:雰 .能代農策,
No 14

(一  条 )
坂 森 信 子

中野 陽 子

f

21
15-8

15-1

1 大 島華恵
,0

' 
村上糸都子
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No. 5
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117-

81
2,1
6'

中 村 瑞 恵

今 井 里 枝

No.15
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2
|
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0
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NO. 6

(佐賀女子 )
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野中亜希子
2
j

1

17-14

17-15 |
0
小 室 恭子
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(埼 玉 栄)

No. 7

(城  東 )
山本彩 貧

中山亜紀子

f
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15-8

15-4 |
0
門川由記子

藤井千絵美
(那  賀)

No.17

(松  代 )
森 日亜紀

野俣香 織
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若 月朋 美
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女ヽ  子ノ中 山 百 世 `l
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No.18

/と わの森ヽ
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武富いず美

田 中 美 保
(佐賀女子)

No. 9

(昭和女子 )
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春 武美穂

|

21
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0
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東)

No.19

(成安女子)
乗宮 美穂

中山佐知子
2

|

|

15-3

15-6

〕
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今 井里 香
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(長野商業 )

f

21
|

No.10

(四僚啜学園)
水 井泰子

市橋 美紀

15-1

15-5
0
望 月 彩

内 田幸 枝

No.20

(前 橋 東)
∫
l |

田部井千恵

亀ケ沢陽子
2
15-8
10-15
15-7

1

堂 田 裕 子

山 野 深 雪
(一  条)
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No.21

(西  条)
塩 崎 淳子

小 野 順 子

佐々木妙子

■ 木々みどり
(新  屋)

No.28

餞児島女子)
西  宏子
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15-
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151
6'1
8'
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No.22
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久米 綾子
2
|
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|

|

0
橋 口 知 美
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No.29
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15-10

15-3 |
0
大 堀 克 枝

深沢佳代子

No.23

(埼 玉 栄)
伊藤さおり

横 山 エ ミ
211:二
:10〔 llま:il::(:当
前学
!1)

N^.30

(徳島商業)
八 日品子

天野恵 里
2
|

15-5

15-13 |
0
佐 木々響保子

川村美音子
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(宇都宮南 )
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長井由紀子
2
|
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0
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(敦  賛)

No.31

(精華女子 )
溝 上 知恵

堀  裕 子
2
|

15-0

15-1 |
1

野 白弥生

勝 田 幸
(松 江 西 )

No.25
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安 部  優

森  優 子
2
|
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15-8 |
0
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No.32
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2
|
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15-7 |
0
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(宮崎商業)

No.26

(高岡女子)
細川かおる

関  幸 子

|
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15-O

17-14 |
0
山野井優子

池 上愛 子
(柳井工業 )

No.33

(ま
|ギ踏津畠)量£:Iよ:i看 21

15-12

15-1 101畳 1:[(1髪阜商桑)

No.27

(鶴鳴女子)
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No.34
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2
|
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0
西  圭 子
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女 子 複 第 2 戦
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川崎由紀子

佐 藤純 子
`21
15-5

15-10 |
0
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(洛  水 )
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2
|
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f
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2
|
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〕

|。
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No.37

(弊ξ震)]:II重 |:21
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No.40
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| |
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2
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15-6
17-14

1
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中山亜紀子
(城  東)
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2

回
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No.41
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間瀬亜紀子
(佐  屋)

No.43

(四條畷学園)
水 丼泰子
^115-91

市橋美 紀
ZI遺I厖 ll

松 尾 祐 子

秋 山紫 峰
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-34-

甲斐悦 子

藤 本圭 子



No.63

(常総学院)
安城  香

山本静香
2
|

15-0

15-5
(徳島商業 )

No.65

/北 鎌 倉、長谷
川由美 .1

女ヽ子学園ノ井上 美穂 `l

17-15

18-16 |
0
武田さくら

斉藤かおり
(新潟青陵 )

No.64

(四條照学園)
信 日富責

川 口桐 香

f

21
15-10

18-13 |
0
溝 上知 恵

堀  裕 子
(精華女子 )

No.66

(旭川実業 )
中山智香子

増 茂 孝 枝
2
|

15-0

15-0 |
0
森  昭 衣

山 口麻 美
(会津女子 )

女 子 複 第 3
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| 二 見恭 子

' 
中出綾 子

(市屯「学園
'

No.81

(常総学院)
安 城  香

山本 静香
2
|

15-0

15-10

|

f
0
信 田富 貴

川 口桐香
(四條畷学国)

1首1)ヽこ)省
1檜』[重 211:三 :101]は

No.82

(えり|1実業)
[:f考]:211:二 i10理

1賦
(姜ギ踏断皇)
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1 八 日 晶 子

' 
天 野 恵 里

No.77

(金沢向陽)



第 4
1ヽ′ :、

戦ロ

No.83

(嬰′留曼震)こ [堡1]211:二 ll。 11:1[] (常総学院)
No.87

(淑徳巣鴨 )
田所 宏 美

田所 一 美
2
|

18-13

15-3 |
0
田部井千恵

亀ケ沢陽子
(前 橋 東)

No.84

(精華女子 )
坂 本諭美

吉冨桂 子
2
|

15-5

15-9 |
0
田中のり子

内 田裕 子

No.85

(四條畷学回)
水 井 泰 子

市 橋 美 紀
2
|

15-7

15-12

l

∫
0
的場絵理香

本 田順 子

No.89

(要
本中季)::l11:i:[211:1li10

遠藤みゆき

沼澤さゆり
(新 庄 南)

No.86

(前 橋 東)

No.90

(旭川実業 )
中山智香子

増 茂孝 枝 |

0-
5-
5-

15
|

r

安城  香

山本静 香
2 1 ■i学浣

l i

女 子 複

No.91

(精華女子 )
』響l季
21i三ピ111[[[堡li:(嬰 1菫

言震)

No.93

/聖ウ
学ヽ
ル ス.ラヽ
院ノ

山 田裕 美

貴 田  泉
2
|

15-3

15-4

〕

10

田所 宏 美

田所― 美
(淑徳巣鴨)

No.92

(四條畷学園)
水 井泰 子

市橋 美紀
2 |

|

15-5

15-7 |
0
綿  愛美

中 麻衣子
(前 橋 東 )

No.94

(嬰
本中季)i彎1211:二十01t具ξ] (旭川実業)

女 子 複 準 決 勝

No.95

(精華女子 )
坂 本論 美

吉冨桂 子
2
|

15-4

15-6

|

|。

水井 泰 子

市橋 美紀

No.96

(ゴ
ル媛)II裕看211:二 1010暑l]』

:重

(要
本中∋

った第 1ゲ
た。相手の
悪さはもど
に助けられ

―ム、四條畷の 2人の
サープレシープのミス

キfh示党[):予豊程

條畷の動きの鈍さは改善されず、

精華女子のサービスで始ま
動きが悪 く3-0と すぐなっ
て 1点 を返したものの動きの
なった。その後、相手のミス
みのがしで15-4で終った。
第 2グームにはいっても四

第1ゲーム、 6対 3と 宮村・村上組リード、サービスオー
バーを2回繰り返し、8対 3と 得点を重れたが8対 6で再度 7

日?贅示ける柔7ザTttiF電空虔卒奎2女ダしり(雪 [思号響
9点目を許し11対 9と して、宮村のスマッシュをしのぎ、 4ポ
イント連取し15対 9で終了。
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女 子 複

(滋賀女子)

No.88

(撃
レ
揺 )‖ :裕 責

211:Ξ
:11[借 {ξl(金

沢向陽)

[廂 ll季
211:二
l10省 ∬鯰 :(塁

オ
ツ
太
雷)

準  々 決 勝



時々市橋がスマッシュを打っても2、 3球返されるとミスをす
るという展開で 2ゲームロも15-6で ゲームセットとなった。
試合時間も20分たらずで後味の悪いものとなった。

ノ`型 fr｀ 紺ワシ
・
鼻J]島ゼ L鳴 み「 ′揉ン事吉】静 lτ

対 2、 7対 6と 宮村・村上組が追い上げたが、山田・貴田組に
ネットインなとがあり、11対 6と リード、11対 10と 接戦になっ

7:i蓋 :::,I:2を

'資

:尋 1112最[と長昇1憲I(

女 子 複 決 勝

No.97

(詈′
ル
ぅこ)
山 田裕 美

貴 田  泉 |

15-3

|

坂 本 論 美

吉 冨桂 子
2 0 (精華女子)
15-9

第 1グームのはじめ精華女子は2点をとったが、そのあと聖ウルスラのスマッシュ攻撃が爆発し、また、3回のサービスオー

バーの際にも精華女子に手痛いクリアーミス、サービスミスなどがあって、一気に14-2ま で聖ウルスラがリードした。そのあ

と、聖ウルスラのスマッシュミスで 1点を返したものの、スマッシュを返すことができず15-3で 1グームは終了した。

第2ゲーム立ち上り、聖ウルスラが 2点 とったあと、精華女子は聖ウルスラのスマッシュミス、 ドロップミスに助けられて

6-2と逆転した。しかし、第 1グームで見せた聖ウルスラのスマッシュ攻撃が再度爆発し一気に9-6と逆転した。その後、

聖ウルスラのミスで9-9の同点になったが、三度目の聖ウルスラの攻撃でL気に15-9と し、聖ウルスラは 2連覇をはたし
た。
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男子個人対抗 (単 )
第 1 戦ロ

No.1

(城  陽)樫  真 燿 2
j

1

0-0

0-0 |

0森 田 洋 (倉敷工業)
棄権

No.11

(嬉野商業)出下新一郎 2
|

15-5

15-10 |
0石 丼 基 晴 (沼津学園)

No. 2

(高松商業)林 e *21
15-11

15-4

l

10島
袋  教 (知  念)

No.12

(宮崎工業)村 社 康 浩 2
||:二 :10水
野泰也(笑攣1:篇)

No. 3

(上  尾)加賀谷 洋 2
|

15-7

15-12 |
0高 柳  健 (官城県工茉)

No.13

(関東第一)戸 祭
|

潤 21
15-8
2-15
15-3 |
1平  英 文 (一  条)

No. 4

`(日  川)雨 宮 耕 司 21
15-8

15-4

:

10山
口 政 道 (諫  早 )

No.14

(千葉敬愛)福 間  豪 2
| |

0渋 谷 保 生 (由利工業)

No. 5

(晟阜商業)三 浦 公 雄 2
|

15-2

17-14 |
0清 水  潔 (岡谷工業)

No.15

(鹿児島蘭葉)脇 田 尚 -2
|

15-3

15-1 f o,rr+l= trt, E)

No. 6

(三日学園)泉  亮 太 2
|

18-13

18-13 I o+ m r - (+rrer*)

No.16

(毘町計督 )宮 原 郎 211コ 10井
上 秀 ― (阿 ヒ

No. 7

(伊勢工業)橋 爪  浮 2
f 15-2 1

1ュニlil:安
部 政 道 (若松商業 )

|

15-9

15-5
t

∫
0星 野裕 弐 (松 江 北)

No. 8

(前 橋 東)横 山 秀 之 2
|

15-9

15-0

l

10田
熊 直人 (倉吉工業)

No.18

(高岡第一)柳 瀬 正 宏 2
|

15-2

15-1
|

|

0宮 崎哲 治 (徳島市立)

No. 9

(突攣層D末次 司2
|

15-13

15-5 |
0武 野 正芳 (北  越)

No.19

(前 橋 東)高 橋 幸 治 2
|

15-6

15-0 )or**nra E)

l

1 10伊
崎敦 也 (繁

政大学
)

No.10

(宝
沢市肇)森: 智麿2

15-4

18-14 | |

15-7

15-10
0野 津 和 也 (松 江 北)
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15-2

15-7

No.17

(東奥義塾)蒔 苗  亮 2

No.20

(盛岡市立)村 上 正 寛 2



No.21

(千葉敬愛)長 澤 大 補 2
|

15-9

15-ll |
0中 十ナ隆 文 (西  陵)

No.28

(宇都官南)村 本 和 彦 2
|

17-16

15-7

|

10関   健 (中野実業)

No.22

(繁
政大
三)中 村 祐 樹 211:二 :10水

田 和 久 (新  田)

NO.29

(弘前工業)由 町 匠 史 2
|

15-5

15-9 |
0大 城  栄 (南部商業)

No.23

(加古川北)杉 原 修 -2
|

15-6

15-2 foam*xrrnnuxr

No.30

(北  越)岡 山 秀 義 2
|

15-2

17-16

1

10辻
 守 久 (唐津工業 )

No.24

(晟阜商業)多田限 尚211:二 :10仙
石武 志 (西 乙 訓)

No.31

(米沢工業)近 藤 洋 二 2
|

15-6

15-8 foaeuma m 
^)

・ヽ  25

( 妻 )古 田勝 吾 2
|

15-10
15-17
15-8

t

|

1霜 村 栄 ― (由良育英)

No.32

(性
暦
感1学層)杉 岡 拓 弥 211:Iサ 11中

沢 修 ― (得吉霜奔)

No.26

(芦  北)野 田 亮 介 2
|

15-4
11-15
15-5 |

1川 森 大 輔 (関東第一)

No.33

(甲府商業)望 月 貴 明 2
|

15-3

15-7
|

|

0田 中章 弘 (高 知 西)

No.27

(臼杵商業)加 藤 義 徳 2
|

15-1

15-5 |
0堀 尾 昌 志 (祇 園 北)

No.34

(伊  東)大 竹進 介 2
|

15-1

15-5
t

i

0関 口 賢 史 (湯  本)

男 子 単 第 2 戦

No.35

(芦  北)片 岡 直 茂 2
|

15-3

15-2 Io* ir (& E)

No.38

(品
本大
鯵)小笠原政彦 21

15-11

15-7 10三
浦公 雄
(晏阜商業)

No.36

(上  尾)加賀谷 洋 2
|

15-12

15-4 |
0林  祐 介 (高松商業)

No.39

(三田学園)泉  亮 太 2
|

18-14

15-4 Io* i+- (Esr*)

j

l Ioma*a ra nr)

No.37

(旭川工業)米 田 和 典 2
15-6

15-1

No.40

(勝   山)文殊四郎裕-2
|

リ

l |

15-4

15-3
1橋 爪  淳 (伊勢工業)
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No.41

(前 橋 東)横 山 秀 之 2
|

15-3

15-5 |
0鍵 」」直 人 (高知学芸 )

No.52

(前 橋 東)高 橋 幸 治 2
|

15-11

15-2 |
0人 居 雄 ― (旭川実業)

No.42

(大阪桐藤)斎 藤 俊 2
|

15-3

15-6 10末
次 司(突攣層震)

No.53

(突攣昇震|)村
田真之助 211:ニ

サ 10村
上 正 寛 (盛岡市立)

No.43

(宝
沢市柔)森  智麿2 |

15-4

15-7 |
0柳  孝 三 (柳井工業)

No.54

(一  条)石 川 隆 2
|

〈
|

18-15

15-10

l

10長
澪大轄 (千葉敬愛)

No.44

(札幌第一)井 野 嘉 久 2
(16-181

11:二 :11山
下新―郎 (嬉野商業)

No.55

(官城県工葉)尾 形勝 崇 2

No.45

(宮崎工葉)村 社 康 浩 2
|

15-11

15-9 |
0菊 地  淳 (前  沢 )

No.56

(柳井工業)中 山 子 2
|

15-8
8-15
15-9 |
1杉 原 修 ― (加古川北 )

No.46

(関東第一)戸 祭  潤 2
|

15-4

15-7 |
1川 端  輝 (新  田)

No.57

(常総学院)城 戸 洋 充 2 115-51。 多田限 尚 (最阜商桑)(15-5 '

No 47

(千葉敬愛)福 間 `豪 21
15-3

15-6 |
0仲 内 一 雄 (岡崎城西 )

NO.58

(宝
沢市桑)加藤 E2 |

15-1

15-3 |
0古 田 勝 吾 ( 妻  )

No.48

(高岡工芸)吉 川 応 史 2
|

15-5

15-11 |
0脇1田 尚 ‐(鹿児島商業)

No.59

(芦  北)野 田 亮 介 2
|

14-18
15-10
15-2 |
1吉 川大助 (高松商業)

No.49

(1暦豪
学
遍)宮 原

― 郎 211:I:10平 野 俊1彦  大分工業

No.60

(柏  原)中 田 耕 司 2
|

15-0

15-12 |
0加 藤 義 徳 (自杵商業)

No.50

(常総学院)成 嶋 瑞 穂 2
| |

0蒔 苗 亮 (東奥義塾)
|

18-17

15-10 |
0村 本和 彦 (宇都宮南)

`17-141
11掛 11柳

瀬 正 宏 (高岡第一 )

No.51

(岡崎城西)井 嶋 寛 興 2

No.62

(札幌第一)西 田
112-lR I

渉 211:二
,11山

町 匠 史 (弘前工業 )
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(15-121
115-910中 村祐樹(糖

政大

=)

15-9

15-5

No.61

(伊勢工業)梅 村 一 義 2



No.63

(北  越)岡 山 秀 義 2
|

15-13

15-13

1

10草 井  篤 (瀬
戸 南 )

No.65

(提鷺蘭咽 )杉 岡 拓 弥 211群 11望 月 貴 明 (甲府商業

No.64

(小 松 原)山 口 英 -2
|

15-0

15-7 |

0近 藤 洋 二 (米沢工業 )

No.66

(宮崎工業)百 丸 祐 輝 2
|

15-8

15-6 |
0大 竹進 介 (伊  東)

男 子 単 第 3 戦

No.67

(F lD FffiEE2{
15-7

15-1

l

10加
賀谷 洋 (上  尾)

No.75

(前 橋 東)高 橋 幸 治 2
|

15-4

15-6

1

10井
嶋寛 興 (岡崎城西)

No.68

(晶
本大
影)4笠原政彦 211ダ 11米

国 和 典 (旭川工業)

No.76

(突蝦 )村田真之助 21[二i10石
川 隆 (― 条 )

No.69

(勝   山)文殊四郎俗-2
(15-8:
{14-18'1泉
t15-111

亮 太 (三日学園)

No.77

(宮城県工業)尾 形 勝 崇 2
|

15-2

15-7 Ir+,r, B (m+r+)

No.70

(大阪桐議)斎 藤 `俊 21
15-11

15-9 Ioa,r,*zrarrxl

No.78

(宝
沢市
業)加藤 亘2 |

15-7

15-12 Ioro=i+r ram+ml

No.71

(札幌第一)井 野 嘉 久 2
|

8-15
15-13
15-3 11森
 智麿(宝沢市楽)

No.79

1 16-181
(芦  北)野 田 亮 介 21::二

3):中
田耕 司 (柏 原 ′

No.72

(関東第一)戸 祭  潤 2
|

15-2

15-4

〕

10村
社康 浩 (宮崎工業)

No.80

(札幌第一)西 田 渉 2
|

15-2

15-5
|

|

0梅 村 ―義 (伊勢工業)

No.73

(高岡工芸)吉 川 応 史 2
|

16-17
17-14
15-2

|「1福 問  豪 (千葉敬愛)

No.81

(小 松 原)山 口 英 -2
|

18-13

15-9
t

r

0岡 山秀義 (北  越)

| 10宮
原一郎

(毘R訂柵)

No.74

(常総学院)成 嶋 瑞 穂 2
15-8

15-3

No.82

(宮崎工業)百 丸 祐 輝 2
||:二 :10杉
岡拓弥

(毘覧訂T)
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男 子 単 第  4
1ヽ′ :、

戦

No.87

(突:撃尋震)村田真之助21
18-13

15-6 |
0高 橋 幸 治 (前 橋 東)

No.84

(大阪桐蔭)斎 藤
f

俊 21
15-1

15-5 Ior*nan- m )

N。.88

C城県工棄)尾 形 勝崇 2
|

15-6

15-9 10加
藤 亘

(宝
沢市柔)

|

15-5

15-6 |
0井 野 嘉 久 (札幌第一 )

No.89

(札幌第一)西 田  渉 2
|

15-5

15-8 Io+mxrrr t)

No.86

(常総学院)成 嶋 瑞 穂 2
(15-5 1

1::二 想 11吉
川 応 史 (高岡工芸 )

No.90

(小 松 原)山 口 英 -2
|

l

5
5

51

:11百
丸 祐 輝 (宮崎工業)

男 子 単 準  々 決 勝
・ヽ  ∫,1

(芦  北)片 岡直 茂 2
|

15-5

15-2 |
0斎 藤  俊 (大阪桐蔭 )

No.93

(宮城県工業)尾 形 勝 崇 2
||:二 :10村

田真之助 (爛 震)

No.92

(常総学院)成 嶋 瑞 穂 2
|

15-9

15-9

1

10戸
祭 潤 (関東第一 )

No.94

(札幌第一)西 田 ,歩 2
|

15-2

15-1 |
0山 口英 一 (小 松 原)

男 子 単 準  決  勝
 ヽ(1~

`1ヽ
一 , ,

北)片 岡直茂21ζIサ 11成
嶋 瑞穂 (常総学院)

No.96

(札幌第一)西 日  渉 2
|

-1,1

二千 11尾
形勝 崇 (宮城県工葉)

5

ドの
しい
成
フ
な
な
を

.「
寧
軽快
得点

鳩蠣犠牲なち1塾積もんま
lγ
F」fが、と登ゞκ霰

`風

緑

'、

電性鳴静′;観Lイ:5サ,艦吉、カレ潮J
フットワークから操りだすショットがさえ、ジワジワと
重ねた片岡が (15-8)で先勝する。

両選手ともノーシードから勝ち上って来た。第 1ゲーム西田
のサービスで始まり1対 0と した。 5対 3か ら尾形が逆転し9
対 5と リードしたが、西日が踏んばり、 6点からサービスオー
バーを含めて13対 0と 再度リード尾形が 3ポイント連取するが
(13対 12と なるが)最後は15対 12で終了。スマッシュからのネ
ットヘのダッシュヘアビンと圧倒した。
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熊本・片岡と南北海道・西田の載いとなった、男子シングルス決勝戦。片岡サープで始まり、まず 4-0と 連取しリードす

る。しかし西田もよく粘り、多彩な攻めからミスを誘って (4-7)と 逆転し前半を折り返した。後半に入って、互いに緊迫し

た中、再度片岡がリードするが、その後は 1点 を統う好ゲームになった。最後は、西日の高さのある多彩な攻撃がさえ (11-

15)か らくも逃げきった。 2ゲームに入っても、西日の勢いは止まらず、前半を (0-6)と 大きくリードする。ここで持ち味の

粘りを発揮したい片岡であるが、勢いに乗った西日の高い攻撃を止めることが出来ず (2-15)で西田が勝利をものにした。最

後はスタミナが互いの明暗を別けたのでは……。
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女 子 単 決 勝

No.97

(四佃 滓園)水 井 泰 子 2 |
1

11-7

11-2 |
0中山智香子 (旭川実業)

1グームロ、グーム開始直後、互いに相手の出方を探りながらサービスオーバーの操り返し、中山2-0の後、水井の揺さ振

りに中山のミスが出始め8-2と逆転。10-4と 水井がダームポイントを握ったが、水井も決め手を欠き、逆に中山が 7-10ま

で追いすがるが、最後中山のスマッシュがアウトとなり水井が 1タームロを制す。

2グームロ、水井の気力充実し、長いラリーもあきらめずサービスオーバーはさせるものの中山にポイントを与えず、攻撃的

なゲーム展開で11-2と 女子単 2連覇。
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平成 4年度全国高等学校総合体育大会バドミントン競技

高松宮・高松宮妃賜杯

第43回全国高等学校バ ドミントン選手権大会

グ′
ヽ

　
′キノ

ヽ
　
´
ラ

学 校    対 抗 個   人  対   抗 (複 ) 個 人 対 抗 (単 )

男

子

常 総 学 院 高 等 学 校

(茨 城 県)

洋・箭 内 将 人

尾  高  校)
加賀谷

(上

西 田   渉
(札 幌 第 一 高 校)

芦 北 高 等 学 校

(熊 本 県)

鈴 木 宏 章・川 森 大 輔

(関 東 第 一 高 校 )

片 岡 直 茂

(芦  北  高  校)
関 東 第 一 高 等 学 校

(東  京)
樋 渡 順 也・矢 部 正 博

(常 総 学 院 高 校)

尾 形 勝 崇

(宮 城 県 工 業 高校)

片 岡 直 茂・野 田 亮 介

(芦  北  高  校)
成 嶋 瑞 穂

(常 総 学 院 高 校)

宮 崎 工 業 高 等 学 校

(宮 崎 県 )

小 野 隆 司 。日 野 昌 晃

(札 幌 第 一 高 校)

山 口 英

(小 松 原 高 校)

岡 崎 城 西 高 等 学 校

(愛 知 県)

佐 竹 友 昭・西 田  渉
(札 幌 第 一 高 校)

斎 藤   俊
(大 阪 桐 蔭 高 校)

市 立 一 条 高 等 学 校

(奈 良 県)

斎 藤  俊・有 田 浩 史
(大 阪 桐 蔭 高 校)

村 田 真之助
(九州国際大学付属高校)

上 尾 高 等 学 校

(埼 玉 県)

福 間  豪・長 澤 大 輔
(千 葉 敬 愛 高 校)

戸 祭   潤
(関 東 第 一 高 校)

女

子

四 條 畷 学 園 高 等 学 校

(大 阪 府)

山 田 裕 美・貴 田  泉
(聖ウルスラ学院高校)

水 井 泰 子

(四 條 畷 学 園 高 校)

聖 ウ ル ス ラ 学 院 高 校

(宮 城 県)

坂 本 論 美・吉 冨 桂 子

(精 華 女 子 高 校)

中 山 智香子
(旭 川 実 業 高 校)

熊 本 中 央 女 子 高 校

(熊 本 県)

宮村 亜紀子・村 上 直 美
(熊 本中央女子高校)

山 田 裕 美

(聖ウルスラ学院高校)

常 総 学 院 高 等 学 校

(茨 城 県)

水 井 泰 子・市 橋 美 紀

(四 條 畷 学 回 高校)

宮 村 亜貴子
(熊 本中央女子高校 )

埼 玉 栄 高 等 学 校

(埼 玉 県 )

田 所 宏 美・田 所 一 美

(淑 徳 巣 鴨 高 校 )

小 室 恭 子

(埼 玉 栄 高 校)

高 岡 女 子 高 等 学 校

(富 山 県)

伊 藤 真 弓・時 任 美 紀

(熊本信愛女学院高校)

佐 藤 純 子

(常 総 学 院 高 校)

淑 徳 巣 鴨 高 等 学 校

(東 京 都)

中山 智香子・増 茂 孝 枝
(旭 川 実 業 高 校)

増 茂 孝 枝

(旭 川 実 業 高 校)

旭 川 実 業 高 等 学 校

(北北海道)

中  麻衣子
東 高 校 )

綿  愛 美

(前 橋
細 りII かおる

(高 岡 女 子 高 校 )
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平成 4年度全国高等学校総合体育大会を顧みて

平成 4年度全国高等学校総合体育大会バドミントン競技、高松宮・高松宮妃賜杯第
43回全国高等学校バドミントン選手権大会は、 8月 1日 西都市民会館 (女子)、 高鍋

中央公民館 (男子)における開会式に始まり、 5日 間にわたる全国から集った高校生
諸君による汗また汗の熱気に満ちた熱戦も8月 6日 の閉会式をもって無事終了の運び

となりました。

これも「夢きらめいて 宮崎の 空の下」の大会スローガンのもと、宮崎県実行委
員会をはじめ、西都市・高鍋町両実行委員会、関係諸団体および大会役員そして地元

高校の先生がた、「一人一役」どころか二役も三役もはたしてくれた高校生諸君が大

会準備に始まり、大会期間中、競技役員・運営役員・補助員の全員が一九なって取り

組んでいただいた賜によるものと心より深く感謝申し上げます。

そして、全国各地から参加された197チ ーム、1297名の監督・選手の皆さんが猛暑

の体育館の中で、懸命にシャトルを追い、飛びつき、ともに励まし合いながらの激闘

ぶりは、観るものにすがすがしい感動を与え、暑さを吹き飛ばしてくれました。さら

に、ここまでくるには、さぞかし人の知らない苦労があったろうと偲ばれそれを思う

とき再び感動がわきおこってまいりました。コートを離れた時、宿舎にいるとき、町

の中で交わされた友情は青年ならではの好感のもてるほほえましいものでした。充分

な宿泊施設を持たない開催地にとりまして選手諸君の健康管理が大変気がかりでした

が、引率の先生等のご指導とご理解により無事大会終了を迎えることが出来ました。

選手諸君にとって思い出多き大会であったならばとおもいます。されに、機会があれ

ば再びこの地を訪れる日のあらんことを願っております。

宮崎県にとりまして、このようなビッグイベントが開かれる機会は減多にありませ

ん。それだけに、この大会を運営できるかどうか大変でした。いろいろな面でクリア

できるかどうか問題がありましたが、県バドミントン協会や高鍋町内の中学生、西都

市内の小中学生などが高校総体成功を目指して一九とっていただいたおかげで乗り切

ることができました。このことにより、団結すればどんなイベントでもどんと来いと

いう自信を深めたことは大きな意義があると思います。

最後に次年度、「輝いて 見せてください 青春の汗 in 栃木」の大会スローガ
ンで開かれる「栃木インターハイ」の成功をお祈り申し上げますとともに、全国高体

連バ ドミントン専門部のますますの発展と、関係各位のご健康とご繁栄をご祈念申し

上げ、今後共にご指導、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

宮崎県高等学校体育連盟

バドミントン専門委員長

山 内 勇 紀
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